
NS研究会／NWS研究会ナイトセッション

（１）2020コロナパンデミックについて

（２）これからのNS/NWS研究会・ネットワーク研究
ワクワクに向けたアイデア・ディスカッション

NTT岡崎義勝（前NS研究会委員長）

【お題】Beyond 2020 Vision NS



＜Beyond 2020 Vision NS＞

2020年とは︖

NS委員⻑を中尾先⽣にバトンタッチ
日本で５G商用化スタート
Beyond５Gへ始動

Beyond5G戦略懇談会
第６期科学技術・イノベーション基本計画(答申素案)策定 など

全世界的なコロナパンデミック

何を意味＆暗示
するのだろう
か。。。

2021年のスタートにあたり,

米国⼤統領選挙による交代
日本首相の交代



コロナ後の社会変化予測
経済産業省 第19回 産業構造審議会 産業技術環境分科会 研究開発・イノベーション小委員会（2020.6.24）から



＜Beyond 2020 Vision NS＞
コロナが我々に問うもの
コロナ後の世界はまだわからない。ただし、COVID-19は単

なる一過性の感染症の問題ではなく、 new normalへ
（ウイルスとも共⽣する世界、集中から分散へ︖）
 地球環境問題、生態系エコシステム、民主主義（社会の分断）、グローバル

な社会・経済活動、個々人の生活・働き方etc

コロナ禍によりオンライン化が進展し、混乱を超えてリモー
トでできること(合理的)がいろいろあることが分かってきた
 働き方／テレワーク、教育／オンライン講義、オンライン学会、etc

 その一⽅で、課題は︖︖︖(私の身の回りで思うこと)

 Ｎ：Ｎインタラクティブ、新たな人脈・信頼関係の構築、共感（愛情、友情）の
醸成の難しさ

 意識外の情報の受信（受動的受信）の難しさ（視野が狭まる）
 新しいコミュニケーションの在り方、イノベーション創発

>研究は？緊急火事場時の開発は？運用での大規模災害発生時は？
 根本は人間の幸福追求、欲求



＜Beyond 2020 Vision NS＞
コロナパンデミックを克服するネットワーク研究

論点１）コロナ克服を目指した（with/after corona）ネットワーク研究とは？

 リモートを意識させない研究開発（X reality）︔
距離の克服、五感伝達の克服 と

リモート／分散／非同期⾃律を前提としたインフラ技術

 AI✖ネットワークで実現できる世界

 ５Gを徹底的に磨く︖Beyond5G/６Gを急ぐ︖両⽅︖
>これまでの１０年と今後の１０年は全く異なる（加速度的）

コロナパンデミックによって＆今後のremote worldに向けて、
ネットワークの価値、重要性は益々⾼まる（再認識）

他のパネラの先⽣
に期待︕（ご意⾒
を頂戴したい）

Natural (IOWN)



＜Beyond 2020 Vision NS＞
論点２）ネットワーク研究のワクワク感へ

ネットワークは縁の下の力持ち（黒子）か、より前面に（visibility & 

awareness）なるべきか？

これまでは⿊⼦的︖空気のような存在を指向︖ Ex.NetroSphere構想(NTT)

これがネットワークの価値を隠蔽してきてしまっている︖
でも、B2B2X・バーチカルの動き、ユースケース1stの動きも⼤事

デジタルネイティブ時代/世代に向けたネットワークUXを積極的に可視化

多様なネットワーク（価値・資源）をユーザ選択できる世界

 TPOに応じてユーザが自由＆簡単＆即座にチョイス＆組み合わせる
ことができる（もちろん課金も連動）

 NWインフラのソフトウェア化が実現のポイントのひとつか？

 可視化することでNW研究の拡がりにつなげられないか？

例えば、



＜Beyond 2020 Vision NS＞
論点３）new normal時代に向けて、研究会はどう応えていくか？

これまでは、同時性（同じ時間・場所）のコミュニケーション＆コラボレーション中心

 学会・研究会の価値は、知・智の源泉（求心力）としてのコミュニティ

 そのなかでも研究会は、新鮮さ、インタラクティブさ（Inspiring & Inspired）、
知・人の交流拡大、ムーブメント醸成も

今後は、非同時性（個々人の自由意思での時間・場所」のコミュニケーション＆
コラボレーション基盤としての役割もあった方がよい？

 ナレッジ＆コンテンツのデジタル化（アーカイブ化）
⇒検索可能性、分野横断でのデータの活用（学会横断？）

 リーチャビリティのグローバル化（言語の問題もありますが）
 ヒトの輪・技術の輪を広げ、維持する仕組み
 コミュニケーションツール（映像、チャット等）＆ディレクトリ
 技術教育メニューへの発展

などなど

オンタイムとオフタイムの融合



ご清聴ありがとうございました︕

以上、私の所属する組織の意⾒ではなく、
あくまでも個⼈の意⾒です


